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活動の目的

放課後一人になりがち・家に帰ることができない事情が
ある子供を対象に放課後の居場所となる場所を作り、学校
や家庭とは別の第三の居場所となることを目指し、また居
場所の中に学習支援を取り入れることにより学力レベルの
向上を目指すことにより、放課後一人となること、十分な
学習が受けられていないことが原因となっている非行の減
少により、岡山市全体の非行率を下げ、学習レベルを向上
させることを目的とする。

活動の内容及び経過

内容
開催時間18時から21時
参加、参加時間などは利用者様の自由。
大学生がマンツーマン形式で教える学習支援。
大学生という年齢が近く親しみやすい立場からの支援

を行うことにより心理的距離を近くする狙いがある、ま
た前年度より行っている学習支援事業を基盤として拡大
した形であるため、すでに参加しやすい和やかな雰囲気
が出来上がっている。
小学校低学年のお子様などには、遊びを交ぜて勉強を

行う。
スクールソーシャルワーカーの方と連携を行い、週1

回程度来てもらう。そして大学生では対応することがで
きないと思われる家庭の悩みなど複雑な悩みに対応して
いただく。

経過
2016年10月より、きらめきプラザ（岡山県総合福祉・

ボランティア・NPO会館）毎週火曜日、木曜日に、特定
非営利活動法人すたんど、岡山大学ボランティアサーク
ルろっとと共同で開催を始めた活動である。2017年4月
より毎週水曜日に、岡山市立幸町図書館様にご協力をい
ただき追加開催。2018年度の活動に岡山市教育委員会
後援申請を行う予定。
再来年度からは、「ろっと」の大学生単独での活動を行

うことを目標とし、若者による維持的な地域活動を推進
し永年活動を目指す。

活動の成果・効果

親御様には、お子様が通っていただいている間だけでも、
時間の確保を行い、精神的な負担を軽減し、ゆとりある子
育て家事などに貢献できた。
参加者様には、学校以外つながりでの大学生、利用者様

同士の横のつながりができた。

参加者の確保、来年度も引き続き利用していただける。
外に出ることが可能な不登校児童生徒には、自分の学区

から離れた場所で開催されているため、人目を気にせず参
加されやすい環境が提供できた。学校には行けなくても学
校や家庭以外の練習の場として利用していただけた。また、
毎週開催していることで生活リズムの改善、外に出る楽し
みや気分転換にもつながった。

今後の課題と問題点

4月～6月ごろは見学、参加者の増加により会議室が狭く
なることがあった。
安心・安全の環境作りの面で、開催場所からの帰宅方法、

終了時間が21：00であること、特に幸町図書館は繁華街に
近いことについての改善が必要を感じた。
子供食堂などの子供の居場所事業者対象の交流会に参加

した際に、民生委員の方、社会福祉士の方、居場所提供者
の方などに、まだまだ活動を知られていない部分があった。
関係者の方にも知られていない場合があるので、本当に

必要な方に情報が届いてないことが考えられ、今の広報活
動以外のやり方の必要性を感じた。
不登校児童生徒の親御様などにも、練習の場所として利

用していただきたいが広報の仕方に配慮が必要。

放課後に居場所が無い子を対象にした放課後の居場所活動

●代表者：小林久士　●所在地：岡山市北区南方
●TEL：086-279-0125　●E-MAIL：info@stand-ok.jp
●URL：http://stand-ok.jp
●設立年：2006年　●メンバー数：4名

特定非営利活動法人すたんど




